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3月5日川崎青少年の家にてサーチウォーク体験会開催 

 場所は川崎市宮前区にある「川崎市青少年の家」です。

田園都市線；宮崎台駅より徒歩１０分程度の高台にある立

派な施設で、当日朝も数百名の大学生と思われる集団が

利用していました。 

なかなかに利用者数の多い施設のようです。  

 今回の体験会は、「川崎市レクリエーション連盟」からの

お誘いで開催することになったものです。 

川崎市では初めての大会となります。  

体験会ということは、”サーチウォークをやるのは初めて”の

方々ということですので、ルール説明は懇切丁寧に、かつ

Ｑ＆Ａも盛込んで行いました。 

２０数名の方々にご参加いただき体験会はス

タート。  

 今回も「初級」・「中級」・「上級」と３コースを用

意、「初級コース」 は比較的簡単 に設定して

おりましたので皆さん難なくクリアされました。 

 「中級コース」からはグッとレベルが上がった

コースを設定。 

電柱位置の推定が難しい箇所が何カ所かあり、探し回るの

に道迷いの危険性が高まる！！ことをセッターとしては想

定していましたが、これまた難なくクリアー。 

 「上級コース」はさらに距離が延びて時間との戦い・駆け

引きが面白くなるコースです。  

初心者には”絶対に無理だろう”と思っていたこのコースも３

名の初心者がクリアー脱帽ですm(_ _)m 

 次回は体験会から本大会を目指し「川崎市レクリエーショ

ン連盟」に働きかけ、この体験会を楽しんでいただいた皆

様にぜひとも再挑戦していただきたいと思います。  

  サーチウォーク協会は、例年案内役としてお手伝いをしていま

す。今年は６名で参加しました。  

 「１０ｋｍ」、「１５ｋｍ」、「２０ｋｍ」、「３０ｋｍ」の４つのコースがあり

ます。 今回私たちが案内をしたのは、「２０ｋｍ」、「３０ｋｍ」のコー

スにある「南スポーツセンター」周辺です。  

 初めて道案内で立った私と息子は、はなかなか人が来なく、こん

なものなのかとたかをくくっていると､１１時前から来るわ来るわ、ベ

ビーカーを押しながらの人、ノルデックポールを使い飛ぶように歩く

人、ウオーキングなのに突っ走ってゆく人、道案内が悪いと息子にくってかかる人等々。 

終盤では、美人のお姉さんに片言の日本語でこの歩く人たちはなんですか？の質問。シティウオークの説明をすると私も

歩きたいですというので、通りがかりの人にお願いして一緒に連れて行ってもらいました。話を聞くと、横浜国大の中国か

らの留学生。彼女は無事ゴールにたどり着くことができたのでしょうか？ 

多くの参加者の皆さんが案内者不在の曲がり角で戸惑ったとのこと、案内地図に要所要所の曲がり角付近に立つ電柱番

号を記載してあれば間違いも少ないかもですね。誰が調べるかが問題ですが((((ｏﾉ´3｀)ﾉ 

３月２０日横浜シティウオークにボランティア参加 

http://www.search-walk.com/�


ＦＭヨコハマの人気番組”Lovely Day街角リポート”でサーチ

ウォークが紹介されました。 

ラジオを聴かれた方も多かったのでは？ 

藤田さんの気さくで真摯な人柄で、大会も盛り上がりました。 

歩かれての感想は、「地図と実際に歩くとの違いで最初は戸惑

いましたが、２－３ヵ所を回るうちにコツが分かり楽しかった」と

のこと。「１問だけは遠く思い、時間に遅れそう～！」ということ

でパスされたとのことです 。 

番組ホームページ上の日々更新されているブログで、サーチウォークについて詳細に説明していただきました。 

この番組を通じて、サーチウォークへの興味を持ってくれる聴取者が少なからず現れるのを期待したいところです。 

5月 1 8日川崎青少年の家大会  

Ｆヨコ人気番組”L o v e l y  D a y街角リポート”  

藤田優一リポーター参戦  

山や野原で行うオリエンテーリング

のように、「町中の無数に在る電

柱から、渡された地図に書いてあ

る情報を元に、目標の電柱を早く

歩いて探し、ポイントを競う競

技」です。街の中に立っている電

柱を見上げると、写真のような

「謎の番号」が貼られていること

に気付きます。上の札は電話会社

（NTT）が貼ったもので、その電柱

が、基点（1）から何番目の位置に

あるかを示すいわば「電柱の住所

表示札」のようなものです。 下の

札は東京電力の管理番号札です

が、探した答えとして書いてきま

す。 

サーチウォークは、この両方の番

号札を競技に使います 

 どんよりとした今にも降り出しそうな空。午前中は大丈夫！！

との予報でいざスタートです。 

東京世田谷と埼玉戸田から女子大生２名が初挑戦。（遠くからあ

りがとうございます(*^_^*)。）初級コースを歩かれました。歩いて

みて地図上で考えるのと、実際の街中の状況のギャップに大い

に戸惑ったとのことでした。 

参加動機は、電線の地中化に関する調査をするうち”電柱の番

号に興味を持たれ調べたらサーチウォークにたどり着き、楽しそ

うに競技をされているようなので一度やってみよう”でした。 

”楽しかった～～”の感想を頂きました。 

どこでどんな出会いが有るか、ネット世界は良い部分、悪い部分

色々取りざたされますが、弊会にとってはありがたいところです。 

今後も、広報誌、ネットを通じての繋がりに期待するところです。 

 NTTの管

理番号 

位置を示す 
 東京電力の 

管理番号札 

6月18日磯子スポーツセンター大会  

7月16日上郷森の家親睦ＢＢＱ 

 恒例の親睦BBQ大会を横浜市レク連合会長高井氏と鎌

倉市レク連合会長若木氏を迎え上郷森の家にて行いまし

た。皆で調理し大いに飲み、大いに食べた一日でした。 
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